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元
亀
三
年
十
二
月
二
十
二
日
、
三
方





ヶ
原
の
戦
に
於
て
、
信
玄
は
浜
松
の
徳
川
家
康
を
大
敗
さ
せ
、
殆
ど
家

康
を
獲
ん
と
し
た
。
夏
目
次
郎
左
衛
門
等
の
忠
死
な
く
ん
ば
、
家
康
危
か
っ
た
。

　
信
玄
が
、
三
方
ヶ
原
へ
兵
を
出
し
た
の
は
、
一
家
康
を
攻
め
ん
と
す
る
の
で
は
な
く
、
三
河
よ
り
尾
張
に
入

り
岐
阜
を
攻
め
て
信
長
を
退
治
し
、
京
都
に
入
ら
ん
と
す
る
大
志
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
だ
か
ら
、
三
方
ヶ
原
の
大
勝
後
そ
の
附
近
の
刑
部






に
て
新
年
を
迎
え
、
正
月
十
一
日
刑
部
を
発
し
て
、
三
河

に
入
り
野
田
城
を
囲
ん
だ
。
が
、
城
陥
る
と
共
に
、
病
を
獲
て
、
兵
を
収
め
て
信
州
に
入
り
、
病
を
養
っ
た
が

遂
に
立
た
ず
老
将
山
県
昌
景






を
呼
ん
で
、
「
明
日
旗
を
瀬
田
に
立
て
よ
」
と
云
い
な
が
ら
瞑
目
し
た
。

　
信
玄
死
後
暫





く
喪
を
秘
し
た
が
、
い
く
ら
戦
国
時
代
で
も
、
長
く
秘
密
が
保
た
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
信
玄
に
威
服
し
て
い
た
連
中
は
、
後
嗣
の
勝
頼
頼
む
に
足
ら
ず
と
し
て
、
家
康
に
※



を
通
ず
る
も
の
が
多
い
。

そ
の
最
た
る
も
の
は
、
作
手






城
主
奥
平
貞
昌
父
子
だ
っ
た
。

　
奥
平
家
は
、
そ
の
地
方
の
豪
族
だ
が
、
初
め
今
川
に
属
し
、
後
徳
川
に
附
き
、
更
に
信
玄
に
服
し
、
今
度
勝

頼
に
背



い
て
、
徳
川
に
帰
順
し
た
わ
け
で
あ
る
。
大
国
と
大
国
と
の
間
に
挾
ま
る
小
大
名
、
豪
族
な
ど
は
一
家

の
保
身
術
と
し
て
、
彼
方





に
つ
き
此
方
に
付
く
外
な
か
っ
た
。
う
ま
く
、
游
泳
し
て
よ
い
主
人
に
つ
い
た
方
が
、

家
を
全
う
し
て
子
孫
の
繁
栄
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。

　
勝
頼
は
、
自
分
の
分
国
の
諸
将
が
動
揺
す
る
の
を
見
、
憤
激
し
て
、
天
正
二
年
正
月
美
濃
に
入
っ
て
明
智
城

を
攻
略
し
、
同
じ
く
五
年
に
は
遠
江
に
来
っ
て
、
高
天
神
城
を
開
城
せ
し
め
た
。
家
康
は
、
わ
ず
か
十
里
の
浜
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松
に
あ
り
な
が
ら
後
詰
せ
ず
、
信
長
は
今
切
の
渡





ま
で
来
た
が
、
落
城
と
聞
い
て
引
き
返
し
た
。

　
勝
頼
の
意
気
軒
昂
た
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
徳
川
織
田
何
す
る
も
の
ぞ
と
思
わ
せ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
が
、
翌
年
長
篠






に
於
て
、
無
謀
の
戦
い
を
す
る
自
負
心
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
翌
天
正
三
年
二
月
、
家
康
は
新
附
の
奥
平
貞
昌
を
し
て
、
長
篠
城
の
城
主
た
ら
し
め
た
。

　
長
篠
城
は
、
甲
信
か
ら
参
遠
へ
働
き
か
け
る
関
門
で
あ
る
。
武
田
徳
川
二
氏
に
依
っ
て
、
屡
々






争
奪
さ
れ
た

る
所
以





で
あ
る
。
城
は
、
豊
川
の
上
流
な
る
大
野
川
滝
川
の
合
流
点
に
枕
し
て
い
る
。
両
川
と
も
崖
壁
急
で
、

畳
壁
の
代
り
を
成
し
て
い
る
。
東
は
大
野
川
が
城
濠
の
代
り
を
な
し
、
西
南
は
滝
川
が
代
り
を
成
し
て
い
る
。

　
天
正
三
年
五
月
勝
頼
一
万
五
千
の
大
軍
を
以
て
、
長
篠
を
囲
ん
だ
。
城
兵
わ
ず
か
に
五
百
、
殊
死
し
て
防
い

だ
。

　
鳥
井
強
右
衛
門
勝
商











が
、
家
康
の
援
軍
を
求
め
る
た
め
、
単
身
城
を
脱
し
、
家
康
に
見



え
て
援
兵
を
乞
い
、

直
ち
に
引
き
返
し
て
、
再
び
城
に
入
ら
ん
と
し
、
武
田
方
に
囚



わ
れ
、
勝
頼
を
詐





い
て
城
壁
に
近
よ
り
、
「
信

長
は
岡
崎
ま
で
御
出
馬
あ
る
ぞ
、
城
之
介
殿
は
八
幡






ま
で
、
家
康
信
長
は
野
田
へ
移
ら
せ
給
い
て
あ
り
、
城
堅

固
に
持
ち
た
ま
え
、
三
日
の
裡



運
を
開
か
せ
給
う
べ
し
」
と
叫
ん
で
、
礫




に

せ
ら
れ
た
の
は
、
有
名
な
話
で
あ

る
か
ら
略
す
る
。

　
五
月
十
八
日
、
信
長
家
康
両
旗
の
援
軍
三
万
八
千
、
長
篠
の
西
方
設
楽





の
高
原
に
、
山
野
に
充
ち
て
到
来
し

た
。

　
し
か
し
、
此
の
時
の
武
田
の
軍
容
は
、
信
玄
死
後
と
雖





も
、
落
ち
て
い
た
の
で
は
な
い
。
信
玄
が
死
ん
で
い
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る
事
さ
え
半
信
半
疑
で
、
戦
前
稲
葉
一
徹
が
家
康
に
向
い
、
万
一
信
玄
が
生
き
て
い
て
、
不
意
に
打
っ
て
出
た

ら
、
ど
う
す
る
か
と
云
い
出
し
て
、
信
長
に
叱
ら
れ
た
位
で
あ
る
。

　
と
に
か
く
、
武
田
の
武
名
は
、
迷
信
的
に
恐
が
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
信
長
の
出
発
に
際
し
て
之
を
危
ん

だ
旗

下

の
諸
将
多
く
、
家
康
も
必
勝
を
期
せ
ず
、
子
信
康
を
岡
崎
に
還
ら
し
め
ん
と
し
た
位
で
あ
る
。

　
織
田
徳
川
の
軍
勢
、
設
楽
の
高
原
に
着
く
や
、
信
長
（
此
時
四
十
二
歳
）
自
ら
は
柴
田
勝
家
を
従
え
て
、
設

楽
村
極
楽
寺
山
に
本
陣
を
据
え
た
。
嫡
男
信
忠
（
年
十
九
）
は
河
尻
秀
隆
を
従
え
て
、
矢
部
村
勅
養
寺
附
近
の

天
神
山
に
、
次
男
北
畠
信
雄
は
稲
葉
一
徹
属
し
て
御
堂
山
に
、
夫
々
陣
を
布

い
た
。
更
に
川
上
村
茶
臼
山
に
は
、

佐
久
間
右
衛
門
尉










信
盛
、
池
田
庄
三
郎
信
輝
、
滝
川
左
近
将
監
一
益
、
丹
羽
長
秀
な
ん
ぞ
の
勇
将
が
控
え
、
以

上
四
陣
地
の
東
方
に
は
、
蒲
生
忠
三
郎
氏
郷






、
森
庄
蔵
長
可






、
木
下
藤
吉
郎
秀
吉
、
明
智
十
兵
衛
光
秀
等
が
陣

し
た
。
都
合
総
勢
三
万
で
あ
る
。
浅
井
朝
倉
を
退
治
し
た
信
長
は
、
此
一
戦
大
事
と
見
て
オ
ー
ル
ス
タ
ー
・
キ

ャ
ス
ト
で
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
家
康
（
年
三
十
四
）
は
竹
広
村
弾
正
山
に
、
三
郎
信
康
（
年
十
七
）
は
草
部
村
松
尾
大
明
神
鎮
座
の
山
に
布

陣
し
た
。
こ
れ
が
本
営
で
あ
っ
て
、
左
翼
の
先
陣
は
大
久
保
忠
世





兄
弟
、
本
多
忠
勝
、
榊
原
康
政
承
り
、
右
翼

の
軍
に
は
石
川
数
正
、
酒
井
忠
次
、
松
平
忠
次
、
菅
沼
定
利
、
大
須
賀
康
高
、
本
多
忠
次
、
酒
井
正
親






等
あ
り
、

総
勢
八
千
で
あ
る
。
信
長
予



て
か
ら
武
田
の
戦
法
を
察
し
、
対
抗
の
戦
略
を
立
て
た
。
元
来
信
玄
の
兵
法
は
、

密
集
の
突
撃
部
隊
を
用
い
て
無
二
無
三
に
突
進
し
、
敵
陣
乱
る
と
見
る
や
、
騎
馬
の
軍
隊
が
馳
せ
入
る
と
云
う

手
段
で
あ
っ
て
、
常
に
こ
の
戦
法
の
下
に
勝
を
収
め
て
来
た
の
で
あ
る
。
信
長
は
、
こ
の
武
田
勢
と
の
正
面
衝
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突
を
避
け
た
上
に
、
新
鋭
の
武
器
鉄
砲
を
以
て
狙
撃
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
信
長
の
新
戦
術
で
あ
る
。
北
は
丸

山
、
大
宮
辺
か
ら
南
は
豊
川
の
流
れ
近
い
竹
広
あ
た
り
ま
で
二
十
余
町
の
間
、
二
重
二
重
に
乾
堀






を
掘
り
土
手

を
築
き
、
且
つ
三
四
十
間
置
き
に
出
口
の
あ
る
木
柵
を
張
り
廻



ら
し
め
た
。
こ
の
土
手
と
柵
と
に
拠
っ
て
武
田

勢
の
進
出
を
阻



み
、
鉄
砲
で
打
ち
ひ
し
ご
う
と
云
う
の
で
あ
る
が
、
岐
阜
出
陣
の
時
、
既
に
此
の
事
あ
る
を
予

期
し
て
、
兵
士
に
各
々
柵
抜
を
持
た
し
め
た
と
云
う
。
鉄
砲
は
当
時
五
千
余
を
持
ち
来
っ
た
と
云
う
が
、
こ
の

新
鋭
の
武
器
に
対
し
て
、
信
長
が
か
か
る
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
勝
頼
は
父
信
玄
の
旧
法
を
維
持

す
る
事
を
の
み
知
っ
て
、
余
り
注
意
を
払
っ
て
居
な
か
っ
た
事
は
、
鉄
砲
入
手
の
便
が
、
信
長
勝
頼
の
両
地
に

於
て
著
し
い
相
違
が
あ
っ
た
と
は
云
え
、
武
田
家
の
重
大
な
手
落
で
あ
っ
た
。
弓
矢
と
っ
て
の
旧
戦
法
が
、
新

し
い
銃
器
の
前
に
は
、
如
何
に
無
力
で
あ
る
か
を
、
長
篠
の
役
は
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
織
田
徳
川
の
戦
陣
が
整
う
の
を
見
て
、
十
九
日
、
勝
頼
も
軍





評
定
を
し
た
。
自
ら
曰
く
、
「
総
軍
を
し
て
滝

川
を
渡
り
清
井
田
原
に
本
陣
を
移
し
、
浅
木
、
宮
脇
、
柳
田
、
竹
広
の
線
に
於
て
決
戦
せ
ん
」
と
。
信
玄
以
来

の
宿
将
、
馬
場
美
濃
守
信
房
、
内
藤
修
理
昌
豊
、
山
県
三
郎
兵
衛
昌
景






等
は
、
こ
れ
を
不
可
で
あ
る
と
し
た
。

彼
等
は
、
既
に
中

原







に
覇
を
称



え
て
居
た
信
長
と
、
海
道
第
一
の
家
康
の
連
合
軍
が
、
敗
れ
難
い
陣
容
と
準

備
と
を
も
っ
て
来
っ
た
の
を
見
抜
い
て
居
た
。

　
内
藤
等
は
退
軍
を
す
す
め
、
若

し
敵
軍
跡
を
追
わ
ば
、
信
州
の
内
に
引
入
れ
て
後
戦
う
が
よ
い
と
し
た
。
勝

頼
は
聴
か
な
い
。
そ
こ
で
馬
場
等
は
、
で
は
長
篠
城
を
攻
め
抜
い
た
後
に
退
け
ば
、
武
田
の
名
に
も
傷
つ
く
ま

い
。
今
城
に
鉄
砲
五
百
あ
る
と
し
て
、
味
方
の
攻
撃
の
際
、
最
初
五
百
の
手
負
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
二
度
目
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の
時
は
そ
れ
以
下
で
す
む
。
か
く
し
て
千
を
出
で
な
い
犠
牲
で
、
武
田
の
家
名
を
傷
つ
け
な
い
で
退
く
事
が
出

来
る
が
、
あ
ま
り
に
武
田
の
武
力
を
自
負
し
て
い
る
勝
頼
は
跡
部
大
炊
助
勝
資












の
言
を
聴
い
て
許
さ
な
い
。
非

戦
論
者
達
は
、
で
は
長
篠
城
を
抜
い
て
勝
頼
を
入
れ
、
一
門
の
武
将
は
後
陣
と
な
り
、
我
等
三
名
は
川
を
越
え

て
対
陣
し
、
持
久
の
策
を
採
ら
ば
、
我
軍
の
兵
糧
に
心
配
な
い
の
に
対
し
て
、
敵
軍
は
事
を
欠
い
て
自
ら
退
陣

す
る
で
あ
ろ
う
、
と
云
っ
た
。
跡
部
等
は
、
何
で
信
長
ほ
ど
の
者
が
引
返
そ
う
や
、
先
方
か
ら
攻
め
来
る
時
は

如
何
、
と
反
対
す
る
の
で
、
馬
場
等
は
そ
の
時
は
止
む
を
得
な
い
、
一
戦
す
る
ま
で
で
あ
る
、
と
答
え
た
。
跡

部
等
は
嘲
け
っ
て
、
そ
の
期
に
及
ん
で
戦
う
も
、
今
戦
う
も
同
じ
で
あ
る
、
と
や
り
返
し
た
。
勝
頼
、
今
は
戦

う
ま
で
で
あ
る
、
御
旗
、
無
楯






に
誓
っ
て
戦
法
を
変
え
じ
、
と
云
っ
た
の
で
、
軍
議
は
決
定
し
て
仕
舞
っ
た
。

旗
と
は
義
光
以
来
相
伝
の
白
旗
、
無
楯
と
は
同
じ
く
源
家
重
代
の
鎧





八
領
の
う
ち
の
一
つ
、
共
に
武
田
家
の
重

宝
で
あ
っ
て
、
一
度
、
こ
れ
に
誓
う
時
は
、
何
事
も
変
ず
る
事
が
出
来
な
い
掟





で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て

信
玄
以
来
の
智
勇
の
武
将
等
の
諫
言






も
、
つ
い
に
用
い
ら
れ
ず
、
勝
頼
の
自
負
と
、
跡
部
等
の
不
明
は
、
戦
略

を
誤
り
、
兵
数
兵
器
の
相
違
の
上
に
、
更
に
戦
略
を
誤
っ
た
の
で
あ
る
。
勝
頼
は
決
し
て
暗
愚
の
将
で
は
無
か

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
機
略
威
名
が
父
信
玄
に
遠
く
及
ば
な
い
上
に
、
良
将
を
率
い
用
い
る
力
と
眼
識
が
無
く
、

か
く
老
将
を
抑
え
て
自
分
を
出
そ
う
と
す
る
我
執
が
あ
る
。
旗
下
の
諸
将
と
の
間
が
、
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た

事
は
彼
の
為
に
惜
し
む
べ
き
で
あ
っ
た
。
跡
部
等
が
強
硬
に
一
戦
を
主
張
し
た
裏
に
は
、
信
長
の
用
間






に
陥
り
、

佐
久
間
信
盛
が
戦
い
半
ば
に
し
て
裏
切
る
こ
と
を
盲
信
し
て
居
た
か
ら
だ
と
も
伝
え
る
が
、
こ
の
事
は
単
な
る

伝
説
で
あ
ろ
う
。
ま
た
跡
部
と
共
に
勝
頼
の
寵
を
専
ら
に
し
た
長
坂
釣
閑
が
、
馬
場
、
内
藤
等
と
争
っ
て
事
を
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誤
た
し
む
る
に
至
っ
た
と
も
云
う
が
、
長
坂
は
此
の
時
他
の
方
面
に
出
動
し
て
い
た
か
ら
、
後
世
史
家
の
悪
口

で
あ
る
。
長
坂
、
跡
部
共
に
、
新
主
勝
頼
の
寵
を
誇
っ
て
専
断
多
か
っ
た
事
は
事
実
ら
し
い
が
、
必
ず
し
も
武

田
家
を
想
わ
ざ
る
小
人
輩
と
は
為
し
難
い
。
長
坂
は
、
勝
頼
と
天
目
山
に
最
期
を
共
に
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

跡
部
も
と
に
か
く
天
目
山
迄
は
同
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
に
残
っ
た
侍
衆
は
四
五
十
人
だ
っ
た
と
云

う
か
ら
、
跡
部
も
相
当
忠
義
な
家
来
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
。
た
だ
彼
等
の
智
略
が
、
馬
場
、
内
藤
、
山
県
等

に
及
ば
な
か
っ
た
事
、
既
に
前
年
、
争
論
の
結
果
、
相
反
目
し
て
居
た
。
こ
の
戦
の
前
年
即
ち
天
正
二
年
の
末
、

山
県
の
宿





で
馬
場
、
内
藤
及
び
高
坂
昌
隆
の
四
人
が
小
山
田
佐
兵
衛
信
茂
、
原
隼
人
佐








を
加
え
て
、
明
年
度
の

軍
事
を
評
議
し
た
事
が
あ
っ
た
。
其
処
へ
兼
々






勝
頼
の
側
姦
の
士
と
白
眼
視
さ
れ
た
長
坂
、
跡
部
の
両
人
が
や

っ
て
来
た
。
短
気
な
内
藤
は
、
「
此
席
は
機
密
な
軍
議
の
場
で
あ
る
。
信
玄
公
卒





す
る
の
時
、
武
田
家
の
軍
機

は
我
等
四
人
内
密
に
行
う
べ
き
を
遺
言
さ
れ
た
。
こ
の
大
事
の
席
に
何
事
だ
」
と
怒
鳴
る
と
、
長
坂
は
「
勝
頼

一
両
年
中
に
、
織
田
徳
川
と
決
戦
す
る
覚
悟
で
あ
る
旨
を
受
け
て
、
軍
議
の
処
に
来
た
」
と
答
え
た
。
内
藤
大

い
に
怒
っ
て
、
「
こ
の
野
狐
奴







が
、
主
君
を
唆





か
し
て
、
無
謀
の
戦
を
催
し
、
武
田
家
を
亡
ぼ
そ
う
と
云
う
の

か
。
柄
に
な
い
軍
事
を
論
ず
る
暇
が
あ
ら
ば
、
三
嶽
の
鐘
で
も
敲



け
」
と
罵





っ
た
。
長
坂
も
怒



り
、
刀
に
手
を

か
け
た
処
、
内
藤
は
、
畜
生
を
斬
る
刀
は
持
た
ぬ
と
て
鞘



ぐ
る
み
で
打
と
う
と
し
た
の
を
、
人
々
押
止
め
た
と

云
う
事
が
あ
る
。
こ
ん
な
遺
恨
か
ら
、
今
度
の
軍
評
定
の
席
で
も
、
両
々
相
争
っ
た
わ
け
だ
が
、
非
戦
論
者
つ

い
に
敗
れ
た
の
で
、
馬
場
等
は
、
大
道
寺
山
の
泉
を
、
馬
柄
杓
で
汲
み
か
わ
し
、
決
死
を
盟



っ
た
。
非
戦
諭
者

は
そ
れ
で
も
諦





め
ら
れ
ず
に
、
二
十
一
日
の
決
戦
当
日
の
朝
、
同
じ
非
戦
諭
の
山
県
昌
景
を
代
表
と
し
て
、
勝
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頼
に
説
か
せ
た
が
、
勝
頼
は
「
い
く
つ
に
な
っ
て
も
命
は
惜
し
い
と
見
え
る
な
」
と
皮
肉
を
云
っ
て
取
合
わ
な

い
。
奮
然
と
し
て
退
い
た
昌
景
は
、
同
志
の
面
々
が
集
ま
っ
て
居
る
席
に
来
て
「
説
法
既
に
無
用
、
皆
討
死
討

死
」
と
云
い
棄
て
て
、
縁
側
か
ら
馬
に
打
乗
り
、
甲





の
緒
を
し
め
る
を
遅
し
と
戦
場
に
馳
せ
向
っ
た
と
云
う
。

　
勇
将
猛
士
が
非
戦
論
で
あ
る
戦
争
が
、
う
ま
く
行
く
わ
け
は
な
い
。
み
ん
な
討
死
の
覚
悟
を
以
て
、
無
謀
の

軍
と
知
り
な
が
ら
戦
っ
た
の
で
あ
る
。

　
勝
頼
戦
い
を
決
す
る
や
、
長
篠
城
監
視
を
小
山
田
昌
行
、
高
坂
昌
澄
等
二
千
の
兵
を
も
っ
て
為
さ
し
め
、
鳶



ヶ
巣
の
塁
以
下
五
つ
の
砦
に
は
兵
一
千
を
置
い
た
。
そ
し
て
次
の
如
き
布
陣
を
行
っ
た
。
織
田
徳
川
勢
に
対
し

て
正
々
堂
々
の
攻
撃
を
為
す
つ
も
り
で
あ
る
。
即
ち
、
浅
木
附
近
大
宮
表





へ
は
馬
場
美
濃
守
信
房
先
鋒
と
し
て
、

部
将
穴
山
陸
奥
守
梅
雪
（
勝
頼
の
妹
聟
）
以
下
、
真
田
源
太
左
衛
門
信
綱
、
土
屋
右
衛
門
昌
次
、
一
条
右
衛
門

大
夫
信
就









等
、
中
央
、
下
裾






附
近
柳
田
表
へ
は
、
内
藤
修
理
昌
豊
を
先
鋒
と
な
し
、
部
将
武
田
逍
遥
軒
信
廉






（
信
玄
の
弟
）
、
原
隼
人
佐
、
安
中
昌
繁
等
。
又
竹
広
表
へ
は
、
先
鋒
山
県
三
郎
兵
衛
昌
景
承
り
部
将
武
田
左

馬
助
信
豊
（
信
玄
弟
の
子
）
、
小
山
田
右
兵
衛







信
茂
、
跡
部
大
炊
助
勝
資
等
。
勝
頼
自
ら
は
、
前
衛
望
月
右
近
、

後
衛
武
田
信
友
、
同
信
光
等
と
共
に
清
井
田
原
の
西
方
に
陣
し
た
。
各
部
隊
共
兵
三
千
、
総
軍
一
万
五
千
で
あ

る
。
各
部
隊
の
長
は
皆
勝
頼
の
一
門
で
あ
る
が
、
揃
っ
て
孰



れ
も
勝
れ
た
大
将
で
も
な
く
、
こ
の
戦
い
敗
れ
た

後
は
命
全
う
し
て
信
州
へ
逃
げ
帰
っ
た
。
そ
れ
に
引
代
え
、
軍
の
先
鋒
は
信
玄
の
秘
蔵
の
大
将
で
あ
り
、
其
他

の
将
士
も
皆
音
に
聞
え
た
猛
士
で
あ
る
が
、
こ
の
戦
に
殆
ん
ど
総



て
討
死
し
て
仕
舞
っ
た
。
智
勇
の
良
将
を
失

っ
た
勝
頼
は
爪
牙
を
無
く
し
た
虎
の
如
く
再
び
立
ち
得
な
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ
る
。
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戦
機
い
よ
い
よ
熟
し
た
二
十
日
の
夜
で
あ
る
。
織
田
の
陣
中
に
於
て
、
最
後
の
軍
評
定
が
開
か
れ
た
。
陣
中

の
座
興
に
と
、
信
長
、
家
康
の
士
酒
井
左
衛
門
尉
忠
次
に
夷

舞







を
所
望
し
、
諸
将
箙





を
敲
い
て
囃



し
た
。
充

分
の
自
信
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
落
付
き
払
っ
た
軍
議
の
席
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
評
定
に
入
る
や
、
か
の
好

漢
忠
次
真
先
に
、
鳶
ヶ
巣
以
下
の
諸
塁
を
夜
襲
し
、
併
せ
て
武
田
勢
の
退
路
を
断
た
ん
こ
と
を
提
議
し
た
。
信

長
、
迂
愚
の
策
を
、
上
席
に
先
ん
じ
て
口
に
出
し
た
と
、
怒
っ
て
退
出
し
た
が
、
密



か
に
忠
次
を
呼
び
入
れ
て
、

「
汝
の
策
略
は
最
も
妙
、
そ
れ
故
に
他
に
洩
れ
る
の
を
慮
っ
て
偽
り
怒
っ
た
の
だ
」
と
云
っ
て
秘
蔵
の
瓢
箪








板

の
忍
び
轡





を
与
え
た
。
忠
次
勇
躍
し
て
、
本
多
豊
後
守
広
孝
、
松
平
主
殿
助
伊
忠












、
奥
平
監
物
貞
勝
等
と

共
に
兵
三
千
、
菅
沼
新
八
郎
を
教
導
と
し
て
進
発
し
た
。
松
山
越
の
観
音
堂
の
前
で
各
々
下
馬
し
て
、
甲

冑







を
荷
っ
て
嶮
所
を
よ
じ
た
が
、
宵
闇
で
は
あ
る
し
行
悩
ん
だ
。
忠
次
、
そ
こ
で
案
内
者
を
先
に
行
か
し
め
、
木

の
根
に
縄
を
結
び
付
け
、
こ
れ
に
と
り
付
い
て
一
人
宛



登
っ
て
行
か
せ
た
。
菅
沼
山
に
勢
揃
す
る
に
一
人
の
落

伍
者
も
な
く
着
い
た
。
つ
ま
り
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
や
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
甲
冑
を
着
け
る
と
、
鳶
ヶ

巣
目
が
け
て
一
勢
に
突
撃
し
た
。
本
当
は
、
旗
本
の
士
天
野
西
次
郎
、
一
番
槍
で
あ
っ
た
が
、
戸
田
半
平
重
之






と
云
う
士
、
此
戦
い
夜
明
に
及
ぶ
か
と
考
え
、
銀
の
晒

首







の
指
物
し
て
乗
り
込
ん
だ
の
が
、
折
柄
の
お
そ
い

月
の
光
と
、
塁
の
焼
け
る
火
の
光
と
で
目
覚
し
く
見
え
た
為
に
一
番
槍
と
さ
れ
た
。
夜
討
の
事
だ
か
ら
誰
も
指

物
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
半
平
だ
け
指
物
を
持
っ
て
い
た
の
で
得
を
し
た
の
で
あ
る
。
塁
の
焼
け
る
火
が

長
篠
の
城
壁
に
光
を
投
げ
た
が
、
夜
襲
成
功
と
見
て
、
城
将
貞
昌
は
、
大
手
門
を
一
文
字
に
開
い
て
之
を
迎
え

た
。
奥
平
美
作
守
貞
能






一
番
乗
で
あ
っ
た
が
、
陣
中
に
貞
勝
、
貞
能
、
貞
昌
、
父
子
無
事
の
対
面
は
涙
な
が
ら
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で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
武
田
の
本
軍
、
鳶
ヶ
巣
以
下
の
落
城
を
知
っ
た
が
、
敵
軍
を
前
に
し
て
今
更
騎
虎
の
勢

い
、
退
軍
は
出
来
な
い
。
天
正
三
年
五
月
二
十
一
日
の
暁
時
（
丁
度
五
時
頃
）
武
田
の
全
軍
は
行
動
を
開
始
し

た
。
初
夏
の
朝
風
に
軍
馬
は
嘶





き
、
旗
印
は
は
た
め
い
て
、
戦
機
は
充
満
し
た
。
此
時
、
織
田
徳
川
方
で
は
丹

羽
勘
助
氏
次






等
を
監
軍
と
し
、
前
田
又
左
衛
門
利
家
等
が
司
令
す
る
三
千
の
鉄
砲
組
が
、
急
造
の
柵
に
拠
っ
て
、

武
田
勢
の
堅
甲
を
射
抜
く
べ
く
待
ち
構
え
て
居
た
の
で
あ
る
。
丸
山
、
大
宮
を
守
る
佐
久
間
右
衛
門
尉
が
五
千

騎
に
向
っ
て
、
浅
木
辺
よ
り
進
軍
す
る
武
田
勢
三
千
、
そ
の
真
先
に
、
白
覆
輪
の
鞍
置
い
た
月
毛
の
馬
を
躍
ら

し
、
卯
の
花
縅





の
鎧
に
錆
色
の
星
冑
鍬
形






打
っ
た
の
を
着
け
、
白
旗
の
指
物
な
び
か
せ
た
老



武
者
が
あ
る
。
武

田
の
驍
将
馬
場
美
濃
守
信
房
で
あ
る
。
手
勢
七
百
を
二
手
に
分
け
る
と
見
る
と
、
さ
っ
と
一
手
を
率
い
て
真
一

文
字
に
突
入
っ
て
、
忽
ち
丸
山
を
占
領
し
て
仕
舞
っ
た
。
そ
し
て
新
手
を
丸
山
の
前
に
備
え
た
。
神
速
の
行
動

に
、
も
ろ
く
も
一
の
柵
を
破
ら
れ
た
の
で
、
明
智
十
兵
衛
光
秀
、
不
破
河
内
守
等
が
馳
せ
来
っ
て
応
援
し
た
が
、

既
に
こ
の
時
は
、
二
の
柵
ま
で
押
入
ら
れ
た
。
し
か
し
信
房
の
兵
も
鉄
砲
の
弾
に
中
っ
て
忽
ち
に
し
て
二
百
余

人
と
な
っ
た
が
、
信
房
少
し
も
驚
か
ず
、
二
の
柵
を
取
払
っ
た
。
真
田
源
太
左
衛
門
信
綱
、
同
弟
兵
部
丞










、

土
屋
右
衛
門
尉
等
が
、
信
房
に
退
軍
を
す
す
め
に
来
た
時
に
は
、
僅
か
八
十
人
に
討
ち
な
さ
れ
て
居
た
。
信
房

は
真
田
兄
弟
が
防
戦
す
る
間
に
退
い
た
。
明
智
の
部
下
六
七
人
が
、
真
田
兄
弟
の
働
き
心
に
く
し
と
見
て
迫
る

の
を
、
兵
部
丞
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、
「
滋
井





の
末
葉
海
野





小
太
郎
幸
氏
が
後
裔
真
田
一
徳
斎
が
二
男
兵
部
丞
昌

綱
討
ち
取
っ
て
功
名
に
せ
よ
」
と
名
乗
る
や
三
騎
を
左
右
に
斬
っ
て
棄
て
た
。
自
分
も
弾
に
中
っ
て
死
ん
だ
の

だ
が
、
兄
源
太
左
衛
門
も
青
江
貞
次
三
尺
三
寸
の
陣
刀
を
ふ
り
か
ぶ
り
ふ
り
か
ぶ
り
、
同
じ
所
で
討
死
し
た
。
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土
屋
右
衛
門
尉
も
、
池
田
紀
伊
守
、
蒲
生
忠
三
郎
の
備
え
を
横
合
か
ら
突
崩
し
た
。
側
の
一
条
右
衛
門
大
夫
信

就
に
向
っ
て
云
う
に
は
、
「
某




は

先
月
信
玄
公
御
法
事
の
時
殉
死
を
遂
げ
ん
と
し
た
処
高
坂
昌
澄
に
諫



め
ら
れ

て
本
意
な
く
今
日
ま
で
存
命
し
た
。
今
日
こ
の
場
所
こ
そ
は
命
の
棄
て
処
で
あ
る
」
と
。
進
ん
で
三
の
柵
際
ま

で
来
て
、
自
ら
柵
を
引
抜
き
出
し
た
。
大
音
声
で
名
乗
り
を
挙
げ
る
が
、
織
田
勢
そ
の
威
に
恐
れ
て
誰
も
出
合

わ
な
い
。
雨
の
様
な
弾
丸
は
、
右
衛
門
尉
の
冑





に
五
つ
当
っ
た
。
年
三
十
一
で
討
死
で
あ
る
。

　
此
手
の
大
将
馬
場
信
房
は
、
一
旦
退
い
た
も
の
の
直
ち
に
引
返
し
て
、
手
勢
わ
ず
か
八
十
を
も
っ
て
三
の
柵

際
に
来
り
、
前
田
利
家
、
野
々
村
三
十
郎
等
の
鉄
砲
組
の
備
え
を
追
散
ら
し
て
居
た
。
勇
将
の
下



弱
卒
な
し
で

あ
る
。
が
、
敵
は
近
寄
ら
ず
に
、
鉄
砲
で
打
ち
す
く
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
条
右
衛
門
大
夫
来
っ
て
退

軍
を
す
す
め
た
。
も
う
此
時
分
に
は
、
信
房
の
右
翼
軍
ば
か
り
で
な
く
、
中
央
の
内
藤
修
理
の
軍
も
、
左
翼
の

山
県
三
郎
兵
衛
の
軍
も
、
敵
陣
深
く
攻
め
入
り
な
が
ら
も
、
い
ず
れ
も
鉄
砲
の
威
力
の
前
、
総
崩
れ
に
な
ろ
う

と
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
一
条
の
勧
め
に
対
し
て
信
房
は
、
「
勝
頼
公
の
退
軍
に
殿




し

て
討
死
仕
ろ
う
」
と
答

え
た
。
猿

橋







辺
か
ら
出
沢





に
か
け
て
防
戦
し
た
が
、
勝
頼
落
延
び
た
り
と
見
届
け
る
と
、
岡
の
上
に
馬
を
乗

り
上
げ
、
「
六
孫
王
経
基






の
嫡
孫
摂
津
守
頼
光
よ
り
四
代
の
孫
源
三
位
頼
政
の
後
裔
馬
場
美
濃
守
信
房
」
と
名

乗
っ
た
。
塙



九
郎
左
衛
門
直
政
の
士
川
井
三
十
郎
突
伏
せ
て
首
を
挙
げ
た
が
、
信
房
は
敢
て
争
わ
な
か
っ
た
。

年
六
十
二
。
自
ら
の
諫
言
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
主
勝
頼
の
為
に
、
つ
い
に
老
骨
を
戦
場
に
晒



し
た
わ
け
で
あ

る
。
十
八
の
初
陣
か
ら
今
ま
で
身
に
一
つ
の
傷
を
負
わ
な
い
と
云
う
珍
し
い
勇
将
で
あ
る
が
、
或
時
若
き
士
達

に
語
っ
て
曰
く
、
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一
、
敵
方
よ
り
味
方
勇
し
く
見
ゆ
る
日
は
先
を
争
い
働
く
べ
し
。
味
方
臆
せ
る
日
は
独





進
ん
で
決
死
の
戦
い

　
　
を
す
べ
し
。

　
二
、
場
数
あ
る
味
方
の
士
に
親
し
み
手
本
と
す
。

　
三
、
敵
の
冑
の
吹
返
し
俯





き
、
指
物
動
か
ず
ば
剛
敵
、
吹
返
し
仰
む
き
、
指
物
動
く
は
、
弱
敵
な
り
。

　
四
、
槍
の
穂
先
上
り
た
る
は
弱
敵
、
下
り
た
る
は
剛
。

　
五
、
敵
勢
盛
ん
な
る
時
は
支
え
、
衰
う
を
見
て
一
拍
子
に
突
掛
る
べ
し
。

　
と
教
え
た
と
云
う
。

　
中
央
の
内
藤
修
理
の
軍
の
働
き
も
華
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
結
局
は
馬
場
信
房
の
軍
と
同
じ
運
命
に
陥

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
滝
川
左
近
将
監
四
千
余
を
も
っ
て
佐
久
間
の
右
手
柳
田
に
備
え
て
居
る
の
を
、
修
理

千
五
百
を
率
い
て
押
し
寄
せ
、
忽
ち
に
一
の
柵
を
踏
み
破
っ
た
。
佐
久
間
、
滝
川
両
軍
の
浮
足
を
見
て
居
た
家

康
は
、
使
を
や
っ
て
柵
内
に
入
り
防
禦
す
べ
く
命
じ
た
。
剛
情
我
儘






の
佐
久
間
は
怒
っ
て
、
「
戦
わ
ず
し
て
崩

れ
る
の
を
、
武
田
家
で
は
見
崩






と
称
し
て
大
い
に
笑
う
も
の
だ
」
と
力
み
返
っ
た
。
家
康
こ
れ
は
い
か
ん
と
云

う
の
で
、
自
ら
馬
を
飛
し
て
信
長
に
事
の
次
第
を
語
っ
た
。
信
長
直
ち
に
使
を
や
っ
て
誡





め
よ
う
と
し
た
が
時

既
に
遅
く
、
両
軍
敗
退
の
最
中
で
あ
っ
た
。
修
理
は
原
隼
人
佐
、
安
中
左
近
、
武
田
逍
遙
軒
と
共
に
、
一
の
柵

を
馬
蹄
に
蹴
散
ら
し
た
が
、
信
長
勢
は
二
の
柵
に
入
り
込
ん
で
、
鉄
砲
ば
か
り
を
撃
っ
て
居
る
。
修
理
大
音
あ

げ
て
、
「
上
方
勢
は
鉄
砲
な
く
し
て
は
合
戦
が
出
来
な
い
の
か
、
柵
を
離
れ
て
武
田
の
槍
先
受
け
る
勇
気
が
な

い
の
か
、
汚
い
ぞ
」
と
呼





っ
た
。
汚
い
と
あ
っ
て
は
、
武
士
の
不
面
目
と
ば
か
り
、
滝
川
一
益
、
羽
柴
秀
吉
、
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柵
外
に
出
た
の
は
よ
か
っ
た
が
、
苦
も
な
く
打
破
ら
れ
て
仕
舞
っ
た
。
畔



を
渡
り
泥
田
を
渉
っ
て
三
の
柵
に
逃

げ
込
ん
だ
。
一
益
の
金
の
三
団
子
を
つ
け
た
馬
印
を
、
危
く
奪
わ
れ
る
と
云
う
騒
ぎ
で
あ
る
。
し
か
し
修
理
、

隼
人
佐
、
左
近
等
も
下
馬
し
て
奮
戦
し
て
居
る
う
ち
に
弾
丸
の
為
に
倒
れ
た
。
修
理
の
首
は
、
徳
川
の
士
朝
日

奈
弥
太
郎
が
、
采
配
と
共
に
奪
い
と
っ
た
。
信
長
の
策
戦
功
を
奏
し
て
、
馬
場
、
内
藤
の
部
隊
が
悉
く
将
棋
倒

し
に
会
っ
て
居
る
の
を
見
た
。
だ
が
、
い
か
な
る
勇
将
猛
士
も
鉄
砲
に
は
敵



わ
な
い
の
だ
。
「
鉄
砲
な
ど
卑
怯

だ
ぞ
！
」
と
理
窟
を
云
っ
て
見
て
も
、
相
手
が
鉄
砲
を
止
め
な
い
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
武
田
軍
の
左
翼
山

県
三
郎
兵
衛
昌
景
は
千
五
百
騎
を
率
い
て
、
一
旦
豊
川
を
渡
り
、
柵
を
し
て
な
い
南
方
か
ら
攻
め
入
ろ
う
と
し

た
が
、
水
深
く
岸
も
嶮
し
い
の
で
、
渡
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
徳
川
の
士
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
、
同
弟
次
右

衛
門
、
六
千
の
兵
を
も
っ
て
、
竹
広
の
柵
の
前
一
町
計
り
の
処
に
陣
取
っ
て
居
る
の
を
幸
と
し
て
、
昌
景
一
気

に
徳
川
勢
の
真
中
に
突
入
っ
た
の
で
、
敵
味
方
の
陣
が
反
対
に
な
っ
た
。
物
凄
い
中
央
突
破
で
あ
る
。
昌
景
即

ち
人
数
を
二
手
に
分
け
、
大
久
保
勢
の
柵
内
に
逃
げ
帰
る
を
防
い
だ
。
山
県
の
士
広
瀬
郷
左
衛
門
、
白
の
幌
張

の
指
物
を
さ
し
、
小
菅
五
郎
兵
衛
赤
の
を
指
し
て
、
揚
羽
の
蝶
の
指
物
し
た
大
久
保
七
郎
右
衛
門
、
金
の
釣






鏡

の
指
物
の
弟
次
右
衛
門
と
竹
広
表
の
柵
の
内
外
を
馳
せ
合
せ
て
相
戦
う
様
は
、
華
々
し
い
光
景
で
あ
っ
た
。

小
菅
は
痛
手
を
蒙





っ
て
退
い
た
が
、
広
瀬
は
猶
敵
勢
の
な
か
を
馳

け
廻
っ
て
、
武
者
七
騎
を
突
伏
せ
、
十
三
騎

に
手
を
負
わ
し
た
と
云
う
か
ら
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
県
勢
、
大
久
保
勢
と
押
し
つ
押
さ
れ
つ
の
激
戦
を
く

り
返
し
て
居
る
う
ち
に
、
弾
丸
で
死
す
る
も
の
、
六
百
に
及
ん
だ
。
昌
景
屈
せ
ず
、
柵
を
破
れ
と
下
知
し
て
戦

っ
た
が
、
忽
ち
に
復



二
百
余
り
は
倒
れ
、
疵



つ
く
も
の
も
三
百
を
越
え
た
。
し
か
し
手
負
の
者
も
、
三
ヶ
所
以
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上
負
わ
な
け
れ
ば
退
か
せ
な
い
。
昌
景
自
身
冑
の
吹

返







は
打
砕
か
れ
、
胸
板
、
弦

走







の
辺
を
初
め
と
し
て

総
て
弾
疵






十
七
ヶ
所
に
達
し
た
と
伝
え
る
か
ら
、
そ
の
奮
戦
の
程
が
察
せ
ら
れ
る
。
昌
景
の
士
志
村
又
右
衛
門
、

昌
景
の
馬
の
口
を
押
え
て
、
退
軍
し
て
士
気
を
新
に
す
る
こ
と
を
奨
め
た
。
そ
こ
で
馬
を
返
そ
う
と
す
る
と
、

既
に
敵
の
重
囲
の
中
で
あ
る
か
ら
、
朱
の
前
立






を
見
て
、
音
に
聞
え
た
山
県
ぞ
、
打
洩
す
な
と
許
り
押
し
寄
せ

て
来
る
。
広
瀬
郷
左
衛
門
、
志
村
又
右
衛
門
等
こ
れ
を
押
え
戦
う
暇
に
、
昌
景
退
こ
う
と
し
て
、
ふ
と
柵
に
眼

を
放
つ
と
、
こ
の
乱
軍
の
中
に
悠
々
と
破
ら
れ
た
柵
を
修
理
し
て
居
る
男
が
あ
る
。
「
柵
の
杭



は
か
く
打
つ
も

の
、
結
び
様
は
こ
の
様
に
す
る
も
の
」
と
云
い
乍



ら
立
ち
働
い
て
居
る
の
を
見
て
、
昌
景
、
「
彼
奴





は
尋
常
の

士
で
は
な
い
、
打
ち
取
れ
」
と
馬
上
に
突
っ
立
つ
処
に
、
弾
丸
、
鞍
の
前
輪
か
ら
後
に
射
通
し
た
。
采
配
を
口

に
銜



え
、
両
手
で
鞍
の
輪
を
押
え
て
居
た
が
、
堪
ら
ず
下
に
落
ち
た
。
徳
川
の
兵
馳



り
寄
っ
て
首
を
奪
い
、
柵

内
に
逃
げ
も
ど
ろ
う
と
す
る
の
を
志
村
追
か
け
突
伏
せ
て
と
り
返
す
事
を
得
た
。
昌
景
初
め
飯
富
源
四
郎
と
称

し
た
が
、
信
玄
そ
の
武
功
を
賞
し
て
、
武
田
家
に
由
緒
あ
る
山
県
の
名
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
常
々
武
将
の

心
得
を
語
る
の
に
、
「
二
度
三
度
の
首
尾
に
心
驕



る
様
で
は
な
ら
な
い
。
刀
で
す
ら
錆
び
る
。
ま
し
て
油
断
の

心
は
大
敵
で
あ
る
。
心
驕
る
こ
と
な
く
、
家
臣
の
忠
言
を
容
れ
る
の
が
第
一
で
あ
る
」
と
し
て
居
た
が
、
彼
の

座
右
の
銘
が
勝
頼
に
解
し
得
な
か
っ
た
の
は
是
非
も
な
い
次
第
で
あ
っ
た
。
昌
景
が
討
死
の
前
、
眼
を
つ
け
た

武
士
は
、
羽
柴
秀
吉
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
武
田
左
馬
助
、
小
山
田
兵
衛
尉
、
跡
部
大
炊
助
等
も
別
の
一

手
を
も
っ
て
、
弾
正
台
の
家
康
を
目
指
す
け
れ
ど
大
勢
は
既
に
決
し
た
。
望
月
甚
八
郎
、
山
県
討
死
の
処
に
乗

入
れ
て
敗
残
の
兵
を
引
上
げ
し
め
よ
う
と
し
た
が
、
弾
丸
一
度
に
九
つ
も
中
り
、
脚
と
内
冑
を
撃
た
れ
て
果
て
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た
。
こ
こ
に
至
っ
て
甲
斐
の
武
将
勇
卒
概
ね
弾
丸
の
犠
牲
と
な
り
終
っ
て
、
武
田
勢
総
敗
軍
の
終
局
と
な
る
。

敵
浮
足
立
っ
た
り
と
見
る
と
、
織
田
徳
川
の
両
軍
は
柵
外
に
出
で
て
追
撃
戦
に
移
っ
た
。
信
長
の
使
が
徳
川
の

陣
に
来
っ
て
、
先
陣
せ
よ
と
下
知
を
伝
え
た
処
、
大
久
保
兄
弟
に
属
し
て
い
る
内
藤
四
郎
右
衛
門
信
成






、
金
の

軍
配
団
扇





に
七
曜
の
指
物
さ
し
た
の
が
、
「
我
主
君
は
他
人
の
下
知
を
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。
内
藤
承
っ
て

返
答
し
た
り
と
申
さ
れ
よ
」
と
云
っ
た
。
意
気
昂



っ
て
鼻
い
き
が
荒
い
の
で
あ
る
。
徳
川
の
脇

備







、
本
多
平

八
郎
、
榊
原
小
平
太
、
直
ち
に
勝
頼
の
本
陣
に
突
懸
っ
た
。
勝
頼
騒
が
ず
真
先
に
馳

け
合
せ
よ
う
と
す
る
の
を
、

土
屋
惣
蔵
馬
の
轡





を
押
え
、
小
山
田
十
郎
兵
衛
以
下
旗
本
の
士
四
百
騎
が
、
悉
く
討
死
し
て
防
ぐ
間
を
、
落
延

び
さ
せ
た
。
力
と
頼
む
各
部
隊
の
驍
将
等
が
悉
く
討
死
し
て
指
揮
を
仰
ぐ
に
由
な
い
上
に
、
総
大
将
の
退
陣
と

聞
い
て
は
、
さ
し
も
の
武
田
勢
も
乱
軍
で
あ
る
。
勝
頼
の
後
備
武
田
信
友
、
同
信
光
や
、
穴
山
梅
雪
の
如
き
は

勝
頼
よ
り
先
に
逃
げ
延
び
た
程
で
あ
る
。
滝
川
を
渡
り
、
西
や
北
を
目
指
し
て
落
ち
て
行
っ
た
。
前
田
利
家
、

敗
走
軍
を
追
っ
て
川
の
辺





に
来
る
と
、
鍬
形
打
っ
た
甲
の
緒
を
締
め
、
最
上
胴
の
鎧
著
け
た
武
者
一
騎
、
大
長

毛
の
馬
を
流
に
乗
入
れ
て
、
静
々
と
引
退
く
の
を
見
た
。
落
付
き
払
っ
た
武
者
振
只
者
に
非
ず
と
、
利
家
諸






鐙

を
合
せ
て
追
掛
け
る
と
、
彼
の
武
者
ま
た
馬
の
頭





を
返
し
た
。
透
間





も
な
く
切
り
合
い
火
花
を
散
し
て
戦

っ
て
い
る
う
ち
、
利
家
高
股






を
切
ら
れ
て
馬
か
ら
下
へ
落
さ
れ
た
。
退
軍
の
今
、
首
一
つ
二
つ
獲
っ
た
処
で
と

思
っ
て
か
、
彼
の
武
者
見
下
し
た
ま
ま
、
再
び
退
こ
う
と
す
る
処
に
利
家
の
家
老
村
井
又
兵
衛
長
頼
、
馬
を
飛

し
て
や
っ
て
来
た
。
主
の
傷
つ
き
倒
れ
た
の
を
介
抱
し
よ
う
と
す
る
と
、
利
家
「
敵
を
逃
す
な
」
と
下
知
し
た
。

又
兵
衛
命
の
ま
ま
に
立
向
う
と
、
大
変
な
剛
の
者
と
見
え
て
、
忽
ち
又
兵
衛
の
甲
の
鉢
を
半
分
ほ
ど
も
斬
り
割
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っ
た
。
そ
れ
で
主
利
家
と
同
じ
様
に
馬
か
ら
仰
向
け
に
落
さ
れ
た
の
だ
が
、
落
ち
際
に
相
手
の
草
摺






に
取
付
い

て
、
諸
共
に
川
の
中
に
引
摺
り
込
ん
だ
。
相
手
が
上
に
の
し
掛
っ
た
の
を
、
又
兵
衛
素
早
く
腰
刀
を
抜
い
て
、

二
刀
ま
で
刺
し
て
刎
返






し
た
の
で
、
流
石





の
剛
の
者
も
参
っ
て
仕
舞
っ
た
。
武
田
の
弓
隊
長
弓

削

某
と
云
う
者

だ
と
伝
え
る
。
織
田
徳
川
勢
の
追
撃
急
な
上
に
、
勝
頼
主
従
の
退
却
も
、
し
か
も
滝
川
に
橋
が
沢
山
な
い
の
で

あ
る
か
ら
頗





る
危
か
っ
た
。
余
り
周

章

て
て
居
る
の
で
、
相
伝
の
旗
を
棄
て
た
ま
ま
に
し
た
。
本
多
忠
勝
の
士

原
田
矢
之
助
こ
れ
を
分
捕
っ
た
。
堀
金
平
勝
忠
、
武
田
勢
を
追
い
な
が
ら
、
「
旗
を
棄
て
て
逃
げ
る
と
は
、
そ

れ
で
甲
州
武
士
か
」
と
嘲
笑
を
あ
び
せ
る
と
、
武
田
の
旗
奉
行
振
り
返
っ
て
、
「
い
や
そ
の
旗
は
旧



く
な
っ
た

も
の
だ
か
ら
棄
て
た
の
で
、
か
け
代
え
此
処
に
在
り
」
と
云
っ
て
新
し
い
大
文
字
の
旗
を
掲
げ
る
と
逃
げ
出
し

た
。
堀
「
尤
も
千
万
な
申
分
で
あ
る
。
馬
場
、
山
県
、
内
藤
等
の
老
将
も
旧
物
で
あ
る
か
ら
棄
殺
し
し
た
か
」

と
云
っ
た
。
敗
戦
と
な
る
と
惨
め
な
も
の
で
、
ど
う
云
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
勝
頼
、
猿
橋
の
方
を
指
し
て

退
い
て
居
た
が
、
従
っ
て
居
る
の
は
初
鹿
野









伝
右
衛
門
三
十
二
歳
、
土
屋
右
衛
門
尉
弟
惣
蔵
二
十
歳
で
あ
っ
た
。

惣
蔵
、
容
姿
端
麗
に
し
て
し
か
も
剛
気
で
あ
っ
た
の
で
、
勝
頼
の
寵
愛
深
か
っ
た
。
惣
蔵
、
兄
右
衛
門
尉
の
身

を
気
づ
か
っ
て
、
馬
を
返
す
こ
と
二
度
に
及
ん
だ
が
、
そ
の
度
に
勝
頼
も
轡
を
返
し
た
程
で
あ
っ
た
。
勝
頼
の

後
三
四
町
の
処
を
、
武
田
左
馬
之
助
信
豊
三
四
十
騎
を
も
っ
て
殿
軍
し
て
居
た
。
勝
頼
ふ
り
返
っ
て
、
信
豊
の

様
子
を
眺
め
て
居
た
が
、
伝
右
衛
門
を
顧
み
て
曰
く
、
「
我
、
信
玄
の
時
御
先
を
馳

け
た
る
に
よ
っ
て
、
当
家

重
大
の
紺
地
泥







の
母

衣

に
四
郎
勝
頼
と
記
し
た
の
を
指
し
た
。
当
主
と
な
っ
た
後
は
左
馬
助
に
譲
っ
た
が
、
今

見
る
と
指
し
て
居
な
い
。
若
し
敵
の
手
に
渡
る
様
な
こ
と
が
あ
れ
ば
勝
頼
末
代
ま
で
の
恥
で
あ
る
。
身
命
を
棄
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つ
る
と
も
こ
れ
を
棄
て
て
は
引
く
事
は
出
来
な
い
」
そ
こ
で
伝
右
衛
門
、
左
馬
助
の
許
に
馳
せ
て
聞
く
と
、

「
戦
い
余
り
に
激
し
か
っ
た
の
で
串
は
捨
て
、
母
衣
は
家
老
の
青
木
尾
張
守
に
持
た
せ
て
置
い
た
」
と
答
え
て

尾
張
の
首
に
巻
き
附
け
た
の
を
解
い
て
渡
し
た
。
勝
頼
上
帯
に
揷
ん
で
後



進
も
う
と
す
る
と
馬
が
疲
労
し
尽
し

て
動
か
な
い
。
笠
井
肥
後
守
こ
の
体
を
見
て
馳
せ
来



る
や
、
馬
か
ら
飛
び
下
り
、
「
こ
の
馬
に
召
さ
る
べ
し
」

と
云
う
。
勝
頼
「
汝
馬
か
ら
離
れ
れ
ば
必
ず
討
死
す
る
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
云
う
と
、
恩
義
の
故
に
命
は
軽
い
、

忰
を
ど
う
ぞ
御
引
立
下
さ
い
と
応



え
、
勝
頼
の
馬
の
手
綱
を
採
っ
て
押
戴
き
、
踏
止
ま
っ
て
討
死
し
た
。
此
時

に
は
も
う
追
手
の
勢
間
近
に
迫
っ
て
居
た
の
で
忽
ち
徳
川
の
兵
十
二
三
騎
後
を
慕
っ
て
寄
せ
て
来
た
。
伝
右
衛

門
、
惣
蔵
、
渡
合
っ
て
各
々
一
騎
を
切
落
し
、
惣
蔵
更
に
一
騎
と
引
組
ん
で
落
ち
、
首
を
獲
る
処
に
折
よ
く
小

山
田
掃
部





、
弟
弥
介
来
か
か
っ
て
、
辛
う
じ
て
退
か
し
め
た
。
弥
介
は
、
伝
右
衛
門
奮
戦
の
際
、
持
っ
て
居
た

勝
頼
の
諏
訪
法

性







の
甲
を
田
に
落
し
た
の
を
拾
い
上
げ
た
。
勝
頼
、
惣
蔵
を
扇
で
煽



い
で
労



ら
い
、
伝
右
衛

門
の
軽
傷
を
負
っ
た
の
に
自
ら
薬
を
つ
け
て
や
っ
た
。
黒
瀬
か
ら
小
松
ヶ
瀬
を
渉
り
、
菅
沼
刑
部






貞
吉
の
武
節





の
城
に
入
り
、
梅
酢
で
渇
を
医
や
し
た
と
云
う
。
勝
頼
の
将
士
死
す
る
も
の
一
万
、
織
田
徳
川
の
死
傷
又
六
千

を
下
ら
な
か
っ
た
と
伝
わ
る
。
と
に
か
く
信
長
の
方
で
は
三
重
に
も
柵
を
構
え
、
そ
れ
に
依
っ
て
武
田
の
猛
将

勇
士
が
突
撃
す
る
の
を
阻



み
、
武
田
方
の
マ
ゴ
マ
ゴ
し
て
い
る
所
を
鉄
砲
で
打
ち
萎



め
よ
う
と
云
う
の
で
あ
る
。

鉄
条
網
を
こ
し
ら
え
て
い
て
、
そ
れ
に
ひ
っ
か
か
る
の
を
待
っ
て
機
関
銃
で
掃
射
し
よ
う
と
云
う
現
代
の
戦
術

そ
の
儘



で
あ
る
。
こ
う
云
う
戦
術
に
か
か
っ
て
は
、
い
か
に
馬
場
信
房
で
も
山
県
昌
景
で
も
、
生
身
で
あ
る
以

上
、
忽
ち
や
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
而
も
彼
等
が
戦
い
を
欲
し
て
進
ん
だ
の
で
な
く
、
勝
頼
か
ら
の
主
命
で
止
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む
な
く
突
進
し
て
死
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
気
の
毒
で
あ
る
。
勝
頼
が
天
目
山
で
死
ん
だ
の
は
天
正
十
年
だ
が
、

武
田
は
こ
の
一
戦
で
敗
亡
の
形
を
現
し
た
の
で
あ
る
。
桶
狭
間
で
は
必
死
奇
兵
を
弄
し
て
義
元
を
倒
し
た
信
長

は
、
こ
こ
で
は
味
方
の
多
勢
を
頼
ん
で
万
全
の
戦
術
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
喰
え
な
い
大
将
で
あ
る
。
勝

頼
な
ど
が
、
到
底
及
ば
な
い
の
も
仕
方
が
な
い
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
天
下
が
統
一
さ
れ
た
の
は
鉄
砲
が
伝
来

さ
れ
た
為
で
あ
る
と
史
家
は
云
う
が
、
鉄
砲
の
威
力
が
極
度
に
発
揮
さ
れ
た
の
は
長
篠
合
戦
が
最
初
で
あ
る
。
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